
 

 
 

移動教室を終えて     副校長 大居 純 

１年生は、１月２９日（月）～３１日（水）の

３日間、スキー移動教室を実施しました。先週ま

でインフルエンザを発症する生徒が何人かいたた

め、参加できない生徒が出てしまうのではないか

と心配されましたが、週が明け、全員万全の状態

で参加することができました。１年生の移動教室

の目的は大きく２つあり、１つは「スキーをとお

して自然の豊かさや厳しさを経験すること」、も

う一つは「集団で協力して過ごすために大切なこ

とを学ぶ」ことにあり、生徒たちはこの３日間で

多くの事を学ぶことができました。 

これまでスキーの経験がない生徒も多くいたよ

うですが、２日目からは全ての班がリフトに乗っ

て講習を行っていました。天気にも恵まれ、とて

も楽しそうに滑っていました。２日目の午後から

は、初級者・中級者向けの少し急な斜面に挑戦

し、転倒する生徒が多く見られましたが、お互い

に声をかけて励ましたり、手を貸したりしながら

取り組む姿が印象的でした。何度も転んでしま

い、途中でくじけてしまいそうになることもあっ

たと思いますが、周囲の支えによって乗り越えら

れた生徒も多くいたのではないでしょうか。２日

目の午前３時間、午後３時間という長時間の講習

を終えて戻ってきた生徒たちのさわやかな表情か

らは、とても充実した講習であったことが伝わっ

てきました。 

宿舎での集団生活においては、食事の準備、布

団の上げ下げ、身の回りの整理などを全て自分た

ちでしなければなりませんでしたが、２泊３日の

宿舎での生活のなかで、それぞれが与えられた役

割に責任をもって取り組み、楽しく・安全に過ご

すことができました。自宅とは違い、自分のペー

スで生活することはできません。「時間を守る」

「周囲への配慮」など、「自分のことだけではな

く常に全体を考える」ことを学ぶことができたの

ではないかと思います。 

また、大きなケガや発熱者を出すことなく全員

が元気に帰ってくることができたことも、大きな

成果であると感じています。事前の健康観察等の

感染症予防をはじめ、様々な面でサポートしてい

ただいた保護者の皆様に感謝申し上げます。 

 

多摩市立諏訪中学校   ユネスコスクール認定校 

〒206-0024 

多摩市諏訪５－１２－１ 

 

 

 令和６年 ２月２日 第 10号 

   

 


